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On Particular Pathology 
A Lecture of Ermerins←( 2 ) 
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E要約〕明治 9 (1876)年 1月，大阪で発行された，オランダ医師エルメレンス (ChrIstianJ aco b 
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的である，その処方は，硫酸銅 5，._ 1 5グレー ンを，




































































用された 5.6. 8. 9， 10) 
ここで，質量に関する語が出てくるので解説する.
「氏」はgrain(グレー ン)のことで， 1 grainはO.065g
に相当する. i弓」はdram(ドラム)のことで， 1 
dramは約1.77gに相当する.i弓jは ounce(オンス)
のことで， 10unceは約28.35g!こ相当する. iち」 は
fluid ounce (液量オンス)のことで， 1 fluid ounce 




























































































こでは肉芽腫 (granuloma) を表している B)
「曾厭軟骨(エインナンコツ)J は喉頭蓋軟骨 (Cartilago
epiglottica )のi日名で， これは喉頭蓋を形成する扇
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ここで， r仮声帯」とは rplicavestibularis (室ヒ
ダ)Jのことで，これは甲状軟骨と披裂軟骨の間にあ
る粘膜ヒダで9 靭帯，筋，脂肪組織などから出来てい



























































































































モルヒネ (Morphine)の当て字である 9) 
「喜私的里」はヒステリー (Hysteria)の当て字で
あり，他に『歌似私底里~， r歌似私的里』などの当て
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